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昨
年
12
月
に
は
第
13
回
「
全

国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大

会
」
を
２
０
１
３
年
以
来
11
年

ぶ
り
に
九
州
・
福
岡
の
地
で「
医

療
経
営
士
の
働
き
方
が
病
医
院

を
変
革
す
る
―
―
今
、
求
め
ら

れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
と
具

体
的
実
践
方
法
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
代

表
理
事
と
し
て
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
病

院
経
営
の
最
前
線
に
お
け
る
医

療
経
営
士
の
皆
さ
ま
の
活
躍
の

一
端
に
ふ
れ
、
ま
た
全
国
か
ら

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
熱

気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

医
療
経
営
士
と
い
う
資
格
を

持
っ
た
医
療
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
存
在
が
こ
れ
か
ら
の

わ
が
国
に
お
け
る
病
院
経
営
に

は
不
可
欠
で
あ
る
と
、
改
め
て

確
信
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第

で
す
。

年
12
月
に
第
12
回
試
験
の
合
格

発
表
が
あ
り
、
17
人
が
合
格
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１

級
合
格
者
は
１
５
３
人
と
な
り

ま
し
た
。

「
医
療
経
営
士
２
級
」
試
験
は

昨
年
２
回
（
第
27
回
、
第
28
回
）

実
施
し
、
６
０
６
人
が
受
験
、

１
７
７
人
が
合
格
さ
れ
ま
し

た
。
受
験
者
累
計
は
１
万

１
６
６
人
と
な
り
１
万
人
を
突

破
、
合
格
者
累
計
は
２
８
２
２

人
と
な
り
ま
し
た
。

「
医
療
経
営
士
３
級
」
試
験
は

昨
年
３
回
（
第
41
回
、
第
42
回
、

第
43
回
）
実
施
し
、
３
０
０
４

人
が
受
験
、
１
１
５
３
人
が
合

格
さ
れ
ま
し
た
。
受
験
者
累
計

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
く

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
が
本
年
、
設
立
15
年

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
も
、
ひ
と
え
に
医
療
経
営
士

の
皆
さ
ま
が
積
み
重
ね
て
き
た

実
践
活
動
と
、
ご
支
援
く
だ
さ

る
方
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

賜
物
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
心

よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

「
医
療
経
営
士
１
級
」
は
、
昨

原勝則
代表理事

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
、
今
年
で
設
立
15
周
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
約

１
万
２
０
０
０
人
、
累
計
受
験
者
数
は
約
７
万
人
、
累
計
合
格
者
数
は
約
２
万
８
０
０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
代
表
理
事
の
原
勝
則
よ
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
を
守
る
医
療
機
関
を

医
療
経
営
士
が
支
え
る
時
代

協
会
設
立
15
周
年
を
迎
え

会
員
の
尽
力
に
改
め
て
感
謝

大
き
な
時
代
の
転
換
期
を
迎
え

高
ま
る
医
療
経
営
士
へ
の
期
待

昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
の

な
か
、
人
材
や
収
入
の
確
保
な

ど
病
院
経
営
に
と
っ
て
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関

は
地
域
に
不
可
欠
な
社
会
資
源

と
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
地
震
や
集
中
豪
雨

と
い
っ
た
災
害
が
頻
発
す
る
な

か
で
、
医
療
機
関
は
地
域
に
お

い
て
機
能
を
継
続
し
、
安
全
・

安
心
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

国
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
支
え

る
医
療
提
供
体
制
を
保
持
す
る

た
め
に
、
医
療
経
営
士
に
期
待

さ
れ
る
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く

な
る
で
し
ょ
う
。

国
内
だ
け
で
な
く
国
際
状
況

も
不
安
定
な
な
か
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
幸
福
と
わ
が

国
の
発
展
、
そ
し
て
世
界
の
平

和
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

は
５
万
９
３
３
４
人
、

合
格
者
累
計
は
２
万

５
０
８
１
人
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
だ
け
の
数
の
医
療

経
営
士
の
皆
さ
ま
が
全
国

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
頼

も
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。



MMSNEWS ［2025年1月号］2

２
０
２
４
年
12
月
24
日（
金
）に
第
12
回「
医
療
経
営
士
１
級
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
発
表
が
行
わ
れ
、新
た
に
17
名
の

合
格
者
が
誕
生
。こ
れ
ま
で
の
累
計
合
格
者
数
は
１
５
３
名
と
な
っ
た
。今
回
新
た
に
難
関
を
突
破
し
た
方
に
、１
級
を

受
験
し
た
経
緯
、そ
し
て
合
格
し
て
見
え
て
き
た
次
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、回
答
い
た
だ
い
た

16
名
の
声
を
紹
介
す
る
。

浅 野 秀 朗 氏

国家公務員共済組合連合会虎の門病院
職員課・働き方改革推進室　
人事労務専門役

幅広い視点から最新の情報を活用して
医療経営士１級にふさわしい存在に

療経営士の資格は、初めて勤務した医療機関
の理事長に紹介されました。人口減少が進む

中で、全体を俯瞰し幅広い視点を持つ事務職が必要
だと考え、今の実力がどの程度なのか確認する意味
も含めて最上級資格にチャレンジしました。情報を
素早くキャッチし、それをどう生かすかが重要であ
ることを改めて感じました。以前の職場の同僚から
の協力も大きく、常に最新の情報を収集することを
意識しました。収集した情報をどのように利用する
かを考えることで、知識の幅が大きく広がります。皆
さんもぜひチャレンジしてください。継続は必ず力
になります。資格取得により、多くの人と繋がること
ができました。同じ悩みを持つ方が多いので、その橋
渡しとともに、人材育成にも携わり、私も含めた事務
職員全体のレベルアップが図れればと思います。

医

第12回
「医療経営士1級」
資格認定試験
17名の合格者が誕生！

１
級
合
格
者
が
見
据
え
る

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
期
待

齊 藤 久 さ こ 氏

国立さくら病院
医師

医療の現状、今後について学んだことを
自施設内に還元していきたい

どもの通塾をきっかけに自分も資格試験に取
り組もうと考えました。その中で医療経営士

の資格を知り、受験を決めました。年1級ずつと決め、
3年がかりで取り組みました。
　1級合格に向けた取り組みを通じて、テキストはも
とより厚生労働省の地域医療構想などの資料などさ
まざまな資料から現状、今後について学ぶことがで
きました。試験は記述なので、それらの資料を元にど
のような医療を目指すか自分自身の考えを伝えられ
るようになると良いと思います。
　資格を取得するという当初の目標は達成されまし
たが、せっかく1級まで取得できましたので、まずは
自施設内で取り組みたいと思います。

子

田 中 大 貴 氏

社会医療法人抱生会丸の内病院
診療部診療支援課　係長

マネジメントに関心を持つ人材を増やし
実践できる事務職員の育成に努めたい

々の業務や勉強会等での学びを整理し、提案
する力を身につけたいと感じたことが１級試

験に挑戦したきっかけでした。知識の応用と発想力
が求められる論述形式の試験は、要点を捉えること
が苦手な自身の弱点を鍛える最適な機会でした。試
験では情報の引き出しを整理し、伝えることの難し
さを痛感しました。知識を持っていても、それをシン
プルに表現できなければ時間配分が難しくなります。
専門的な言葉を多用せず、分かりやすい回答を作成
する力を身につけることが合格への近道です。
　今後はマネジメントに関心を持つ事務職員を増や
し、企画に繋げられる人材を育てていきます。結果を
突き付けるだけでは組織のモチベーション低下を招
き、課題解決ができません。現場と共に考え、実践で
きる事務職員の育成に努めてまいります。

日

玉 井 裕 康 氏

株式会社伊予銀行
法人コンサルティング部 課長代理

一歩先を見据えた情報提供、課題提起で
地域の医療体制安定に貢献していく

療報酬の改定や地域医療構想、人材不足など
さまざまな要因により病院経営は変化してい

ます。生き残りをかけて奮闘している医療機関に対
して、経営状況を高次な視点で捉え、課題解決を支援
できるようになりたいと考え受験に至りました。
　医療経営士1級の受験を通じて、医療経営を体系的
に理解することができました。特に、病院組織の仕組
みやマネジメントの方法、地域にとって最適かつ持
続可能な医療体制とはどういったものかなど学ぶこ
とができました。
　今後は医療経営士１級の資格保有者として、地域
にとって安定した医療体制を築くべく、医療機関へ
の一歩先を見据えた情報提供、課題提起を発信し、理
事長、病院長等が最適な意思決定をするサポートを
していきます。

診

上 村 修 二 氏

札幌医科大学医学部病院管理学 准教授
（経営戦略室副室長）

自施設の経営・業務改善とともに
支部活動も盛り上げていきたい

ともと救急医で社会医学系活動もしていまし
たが、5年前に北海道病院経営アドミニストレ

ーター育成プログラム（HUHMA）を受講、残りの医
師人生20年間で2040年問題の課題解決に貢献した
いと考え、病院経営と医療政策の勉強と実践を始め
ました。自分の知識は特定機能病院と救急医療を取
り巻く現状に限定されていたので、試験のためには
医療介護体制全体の知識を整理する必要がありまし
た。医療政策にも興味がある自分にとっては良い機
会になりました。
　1月の救急医学講座から病院管理学への異動に伴
う自施設の経営・業務改善の実践に加え、昨年新たな
組織として北海道支部に医療経営士実行委員会が設
立され委員長を拝命したので、北海道内の医療経営
士を盛り上げ普及する活動を行っていきたいです。

も

神 崎  剛 氏

東京慈恵会医科大学
腎臓・高血圧内科　助教

さまざまな医療課題の解決に取り組み
医療界にさざなみを起こせる存在へ

登半島地震でのJMAT派遣活動を通じて地域
医療の課題や医療機関運営の複雑さを実感し、

医療提供体制全体を俯瞰的に捉える必要性を痛感。
より広範な「医療」という視点からの学びを得たいと
思い、資格取得に挑戦しました。学習を通じて医師と
しての自身の在り方を見つめ直す機会を得ました。
多職種との交流を通じて医療を多角的に捉える視座
を得られたことは、大きな収穫でした。後進の方々も、
必ずや新たな気づきを得られると思います。
　現代の医療課題の解決には多職種間の緊密な連携
が不可欠です。課題解決に向けた協力体制構築に尽
力するとともに、日本医療の展開を世界に発信して
いきたいと考えています。医療経営士として、現場で
の実践や政策提言を通じ、医療界に新たな「さざな
み」を起こせる存在となることを目指します。

能

伊 藤 勝 彦 氏

医療法人みらい会
管理部 主任

他施設の医療経営士との協働によって
医療介護界の荒波を乗り越えていきたい

療経営士の取得は勤務先法人の理事長から受
験を勧められたのがきっかけです。3級受験

時から最終的には1級まで取ろうと決めていたので、
順番に挑戦しました。昨今の診療報酬・介護報酬改定
は複雑になってきています。医療経営士合格に向け
た勉強を通して、全体の流れを俯瞰して見ることが
できるようになると思います。「自分の勤務先ではこ
のような患者が増えてくるな」等が見えてくるので、
経営者に適切なアドバイスができるようになると思
います。
　医療・介護業界は増加する医療費・介護費と増加す
る利用者、限られた医療資源のはざまで荒波にいる
ような感覚です。自施設だけでは対応に限界がある
ので、他施設や他の医療経営士と情報交換、協働し、
この難局を乗り越えていきたいと考えています。

医



MMSNEWS ［2025年1月号］3

柳 浦 一 博 氏

富士通JAPAN株式会社
ヘルスケアシステム事業部　
シニアディレクター

医療現場におけるミスマッチの改善に向け
サービス提供のスピードアップに努める

はITベンダーに勤務しています。これまでは
主に電子カルテを中心とした病院情報システ

ムの導入に注力してきました。しかし、近年の厳しい
病院経営環境に接し、もっとITで貢献できることが
あるはずと考え、資格取得に取り組みました。
　医療経営士の学習を通して病院の収益改善のみな
らず、医療の質の向上、患者体験の向上、そして働く
人たちの満足度向上、これら全てを高いレベルで実
現することが重要と理解しました。これから合格を
目指す人も広い視点を持って取り組んで下さい。
　現在の日本は少子高齢化や各種規制による労働制
限など、必要とされる医療需要に対し医療提供が追
い付かないHuge Mismatchが発生しています。早く
これを改善するため、ITベンダーとして新サービス
提供のスピードアップを目指します。

私

長 田 浩 幸 氏

エムスリーキャリア株式会社
経営支援事業部経営支援グループ 
戦略推進チーム

常に知識のアップデートをしながら
コンサルタントとして病院経営に貢献

院経営コンサルタントとして10年間以上病院
経営に携わってきましたが、経営改善に関す

る業務以外の病院経営の知識を学習する場があまり
なく、医療経営士の取得を通して体系的に学ぶこと
ができました。１級試験は論文記述や口頭試問等、2
級までの選択肢式とは大きく異なります。ただ知識
としての解を導くだけでなく、明確な回答がない課題
に対しても自分で文章を構成し、相手に伝えるために
思考することは実務でも非常に役に立っています。
　コンサルタントという仕事は常に知識のアップデ
ートと経験が求められますので、引き続き学習を続け、
クライアントに貢献してまいります。また特に医療
機関に勤務されている方はプレゼンテーションに苦
手意識があると思うので、医療経営士を受験されよ
うとする方への指導等もできればと思います。

病

中 村  大 氏

医療法人社団久福会関野病院
事務部事務部長

1級受験を通して学んだ知識を活かし
具体的な成果を出せる１年に

院の関野久邦理事長／院長より、事務職のキャ
リアアップに資する優れた資格である医療経

営士について推薦を受けたことが契機となりました。
調べを進め、病院事務職に必須の知識、思考力が体系
的に習得できることが分かり、受験を決意しました。
　資格取得に向けた勉強を通じ、断片的であった自
身の医療に関する知識が体系的に整理され、実践的
知識が身につくことで自院内での実務解決能力の向
上を実感できました。病院事務に限らず、医療に関わ
る全ての方への資格取得をお勧めします。
　物価の高騰、慢性的な人材不足等により病院経営
が厳しさを増している今だからこそ、現状打破に向
けた医療経営士への期待が集まっていると感じてい
ます。本年は医業収益増収、コスト適正化、人材育成
を重点に学んだ知識を存分に役立てたいと考えます。

当

和 田  明 氏

医療法人社団亮正会総合高津中央病院
CE部 副部長

厳しい経営状況を乗り越えて
安定した経営を追求していく

院がコロナ以降経営不振となり、ボーナスカ
ットなどを経験し部下のモチベーションが下

がるなか、なんとか病院を立て直し、働きやすい職場
にしていきたいと思ったことが１級試験の受験を目
指すきっかけでした。
　経営トップと共通言語を持つことは大変重要で、
現場の知識を持つ医療従事者が経営に精通すること
で、より現場の意見が通りやすくなったと思ってい
ます。経営主体を現場中心とするため、皆さん頑張っ
てください。
　1級に合格し、新たにスタートラインに立った気分
です。今後も医療経営の知識を深め、いかに地域に寄
り添った医療ができるか、いかに安定した経営を行
っていけるかを追求していきたいと考えています。

病

古 川 孝 之 氏

個人事務所 代表

経営と医療の関わりへの関心を高め
医療・医療経営の現場との接点を増やす

療経営士2級を取得後、医療経営士1級に合格
したいと思うようになりました。経営学と医

療との関わりに興味を持ったことも受験のきっかけ
です。
　合格に向けた学習を進めていくなかで日常的に医
療に関心を持つようになり、医療のキーワードをす
ぐに検索するクセが付きました。
　今後は、医療経営者とお話する機会、医療の現場と
接する機会を増やしたいです。

医

吉 山 信 太 郎 氏

第一三共株式会社埼玉医薬営業部
営業所長

医療機関の経営効率の向上に努めながら
地域医療のレベルアップの実現を目指す

界の複雑な問題に対して体系的な解決策を提
供できるスキルを得たいと考え、1級試験にチ

ャレンジしました。より広い視野で業界に貢献でき
ること、将来の目標に向けて必要なステップとして
取り組みました。
　1級取得を通じて、医療機関の経営課題に対する視
点が広がりました。これから目指す方には、理論を実
際の課題にどう適用するかを考えながら学ぶことを
お勧めします。時間をかけて着実に知識を深めてい
くことが大切です。
　今後は得られた知識・スキルをもとに医療機関の
経営効率を高め、より良いサービス提供ができる環
境づくりに貢献していくとともに、製薬企業の立場
からできる活動による地域医療のレベルアップを実
現したいと考えています。

業

冨 士 本  正 氏

冨士本社会保険労務士事務所

国が考える医療の将来像を踏まえて
医療機関のこれからを支えていく

療経営士」という資格があることを知ったの
は、令和5年12月、医療関係者のグループの忘

年会でした。面白そうだと思い、翌年2月に3級を受
験しました。後は流れで6月に2級、9月に1級一次、
12月に１級二次を受験しました。
　医療全体について、医療の将来について、医療機関
は今後どうあるべきか等について、考えを巡らせる
ようになりました。合格に向かって勉強する、目標に
向かって行動できた、楽しくも、有意義な1年となり
ました。
　地域医療構想を読めば、国が考える医療の将来像
がわかります。令和6年度の診療報酬改定はそれが如
実に表れた形でした。それらを踏まえ、医療機関が今
後生き抜いていくためにどうすればいいのか等につ
いて、ご支援をしていきたいと思います。

「医

人 見 敏 広 氏

エムスリーキャリア株式会社
医師常勤紹介グループ エキスパート職

医療機関の課題解決への貢献を目指し
社内の医療経営士増加にも取り組む

験のきっかけは専門性向上のためです。民間
企業に所属する私にできることは、医療機関

様の課題を共有し、その解決支援をすること。医療機
関様と近い視座でコミュニケーションを取るために
１級の資格取得が必要と考え、チャレンジしました。
「医療経営士1級」と聞くとハードルが高いと感じる
方もいるかもしれません。かく言う私もその一人で
したが、学習を始めると断片的な知識が繋がり、前向
きに取り組むことができました。少しでも関心があ
る方は、是非チャレンジしてほしいと思います。
　今後は医療機関様の人・組織の課題に対して弊社
内の資源、自身の経験・知識を活用して、少しでもお
役に立てるように努めていきます。さらに、弊社内の
人材育成の観点で、医療経営士1級、２級取得者を増
やせるように支援したいです。

受

深 澤  達 氏

第一三共株式会社
九州医薬営業部　
九州南オンコロジー営業所

医療従事者との対話を大切に
製薬企業としての貢献を考え続ける

Rとして医薬品や疾患に対する課題は医療制
度、医療経営と密接に結びついていることを

感じました。医療従事者から信頼を得るためには、包
括的かつクリティカルな医療経営の知識習得が必要
であると確信し、最上位級の1級受験を決意しました。
受験を通じて、現行の医療制度が本当に緻密なバラ
ンスの上に成り立っていることが理解できました。
自社、業界の利益を主張するだけでなく、日本国民の
健康増進という目標を達成するために、製薬企業に
何ができるのかを考えるきっかけとなりました。
　受験を通して得た知識、経験を所属組織に還元し、
製薬企業がどのように医療機関と協業しながら患者
さんに貢献できるかを考え続けます。そのために1級
の資格取得に満足せず、さらなる知識研鑽と医療従
事者との対話を大切にしていきたいです。

M



賀
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さらなる飛躍を目指し、新たな一歩を踏み出そう!
法人正会員一同、医療経営士の益々のご活躍をお祈り申し上げます。
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講師

2月7日（金） 九州 医療経営士南九州支局研修会　慢性期医療の課題と今後の展望	
～「治し支える医療」に求められる病院経営戦略について～

橋本康子氏（日本慢性期医療協会会長、医療法人社団和風会
	 理事長、社会福祉法人徳樹会理事長、
	 社会福祉法人福寿会理事長）

2月19日（水） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾	
第4回「病院経営戦略の策定と実行を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

2月21日（金）
本部後援 医療機関の情報セキュリティ対策オンラインセミナー2024	

～医療DX・診療報酬加算を踏まえたセキュリティ対策～
山下貴範氏（九州大学病院メディカル・インフォメーション
	 センター講師）ほか

北海道 第12回道北医療経営ネットワーク
「組織はチームで変えられる、新しいチームの可能性」

上村修二氏（札幌医科大学医学部病院管理学准教授、
	 医療経営士1級）

2月22日（土） 東北 第3回医療経営士実践研究大会東北支部大会	
医療経営士の働き方が病院を変革するin 仙台

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション
	 研究所副所長）ほか

3月19日（水） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾	
第5回「病院経営の改善手法を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

　2025年度の試験日程が決定しました。3級、2級、1級の資格認定
試験を下記のとおり実施します。上位資格を目指す多くの皆様か
らのエントリーをお待ちしています。職場でもぜひご紹介ください。

※IBT試験

一般社団法人日本医療経営実
践協会は2024年12月24日（金）、
第12回｢医療経営士1級｣資格認定
試験【第二次試験】（同12月8日
（日）実施）の結果を発表、第一
次試験の合格者22人が受験、17
人が合格した（合格率77.3％）。
累計の合格者数は153人となった。
合格者17人は昨年の16人を上回
り過去2番目の多さとなる。
合格者の内訳を見ると、病医

院所属が8人（47.1％）と最も多
く、医薬品製造販売・卸およびそ
の他（個人）が3人（17.6％）と
続いている。前回合格者の出なか
った医療関連企業では今回2人
（11.8％）が合格した。累計で見
ても病医院所属の方が最も多く5
割弱を占めており、これまでと大
きな差異は見られなかった。

事務局掲示板 TOPICS

2025年度試験日程が決定! 
実施概要は協会HPで順次公開

第12回「医療経営士1級」資格認定試験【第二次試験】
17人が合格、累計の合格者数は153人に

第12回医療経営士1級二次試験
合格者所属別割合

医療経営士1級二次試験
合格者（累計）所属別割合

試験回 実施日 エントリー開始
第45回 6月15日（日） 4月上旬予定

第46回 10月19日（日） 8月上旬予定

第47回※ 2026年2月15日（日） 12月上旬予定

「医療経営士3級」資格認定試験

試験回 実施日 エントリー開始
第29回 6月15日（日） 4月上旬予定

第30回 10月19日（日） 8月上旬予定

「医療経営士2級」資格認定試験

試験回 実施日 エントリー開始
第13回（第一次） 9月7日（日） 7月上旬予定

第13回（第二次） 12月7日（日） ──

「医療経営士1級」資格認定試験

病医院
8人（47.1%）

医療関連企業
2人（11.8%）

医療関連企業
22人（14.4%）

病医院
72人（47.1%）

金融機関
1人（5.9%）

その他（個人等）
3人（17.6%）

医薬品
製造販売・卸
3人（17.6%）

医薬品製造販売・卸
29人（19.0%）

医療機器製造・卸
1人（0.7%）

金融機関
13人（8.5%）

その他（個人等）
16人（10.5%）


